
な淡量を計算するのは露頭が充分に掘り・出された後，地

形図を整えてから行う事がよいと考えるので，今回の報

告では炭量についてはふれないo㌦

　　　　　　10．意　見
現在炭暦の露頭の南端は5号の位置であるが，5号以

南にも断層のため南西にずれて炭層が賦存する可能性が

ある。推定露頭位置は地質図にも示して置いたが，これ

らの露頭を確認する事が急務であろうo（昭和25年6月

調査）
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青森縣天間林磁気探鉱

R6sum6

早　川　正　巳梼

Magnetie　Survey童n　Tenmab翫y捷sh3

　Dist艶五ct，Ao釦、or亘Prefeet鞭e。

by』

Masami　Hayakawa

　Magnetic5urvey　was　perfomed　atTen・
mabayashi　Mine，Aomori　Prefecture　in1944．

Aτemarkab16iron　sand　body　extending　over

north　and　south　was　discovered，after　mea・

suring　both．horizontal　and　vertical　compo・

nents．The　schematic負gure　of　magnet三c
anomalies　is　seen　inl　Fig．1．

調査地……青森縣上北郡天間林村

時期・……・昭和19年5月2日から同月31日まで

対象及び方法……磁鉄鉱，磁気探鉱

調査地は同村底田を中心とし，南は奥羽種馬牧場の北

から，北は栗ノ木沢に至る約4k∬1の聞の山麓一帯を占

める地域で，東お本線乙供駅から約10km，七戸からは

8kmのところである0

　　　　　1・地形・地質・鑛床
調査地域一帯は奥弱山脈の北端八甲田山塊東北方の山

麓地帯で，附近は概ね季坦・所謂高原性幼年期の檬相を

呈し，．高山はなく，比高501nから100mの聞であるo

西部山麓から東に向いゆるやかな傾斜をなしている。

〔鉱山附近を構成する地質〕西部山地は安山岩及び集

塊岩よりなり，東に向い第三紀層（この中に砂鉄が含ま

れている）が概ね沢に露出し，その上を洪積沖積暦が被

つているo

〔鉱床〕底田以南と以北の二つから成立つている。前

者を第1，後者を第2区域と名附けでおく。何れも沈積

性鉱床で，第三紀暦中にはさまれ，第一医域は地殻変動

＊物理探鑛部

地質調査所月報第2巻第2號

により略々垂直（稽々東方に傾斜）に，第2区域は地殻変

動は受けず，略々水平に洗積された模様で，第1区域の

鉱床は沢の部分に現われた露頭及び坑道内に現われた露

頭により，見ることができ，第2区域の鉱床は絶壁にあ

らわれた切断面及び処々にあらわれた露頭により見るこ

とが出来巻。鉱床の走向は第1区球は略々南北である。

鉱脈は第1区域における最大の部分の幅は5m内外（相

当深部まで）で，第2区域においては2m内外である。

鉱石は主として磁鉄鉱よりなつている。

　　　　　2．磁氣探鑛探査目的
第1区域の南北連続状態及び第1区域より第2区域へ

の連接関係が何うなっているかとい5ことは，極めて重

要な問題であるにも拘らず，表土によ堕厚く被われてい

るため，地表調査は頗る困難を感ずる。こ瓦に於て筆者

は磁気探鉱を実施して鉱床賦存の可能性ある地点を求め

ようとした。

　　　　　　3．探査方法
使用した器械はアスカニア製シュミット型上下，水平

両磁力計で，「ガンマ』迄読みうる。

全体の走向が南北に蓮ることから考えて，南北に各

20加おきに東西の測線を幾つもとり，（測線の長さ雫均

200m）その上に約20箇の測定、点をおいた。第2区域の

北端水季砂鉄暦の部分（絶壁露頭）では，叉別の考慮をは

らつたo

　　　　　　屋．測定成果
以上の檬にして測定して得た結果を第1図に示す。こ

れを見ると，先ず非常に綺麗に南北に異常が連続し｛い

ることが分る（鉛直，水季両威分共）。第1区域において

は特に明かである。

稼行の結果この連続異常地域は有望な砂鉄鉱床である

ことカ§分つた0

　　　　　　5。理論的考察
以上の結果を糠討する爲に，少し許り理論的考察を試

みたo

仮りに今，地球の誘導磁場のみによるものとし，

56一一（120）
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第2圖計算：結果圖



　Ψ・…地磁気（勿論，異常地磁気，以下同様）のPo・

　tential，」…・受磁の強さ（これは異常磁気全体に亘

　り不変とする），エ…・磁化の方向，4H・…水早分力，

　イZ一占鉛直分力，θ…・伏角，δ…・x軸と磁力の

　方向との水李分角，p…・重力Potentia夏，∠ρ…・

　密度，k2一’・・万有引力の常数，

Y軸は紙面に直角，斜線の部分はYに就て一。。→・＋。。

とするならば，．

Ψ一’歯・馨一訪，（C・Sθ赤＋s暢）U

となるから地表面7）一点P（Xコx，Y二Z雰0）に於て、ま，

∠H二（器）冒歯〔c・sθ器＋sinθ鑑〉／、．，

　　一歯〔…θ饗（器）奪・in騰（器）、、，

　　　．・……一∵膨………………・…・（1）

∠Zヨ（霧后曲／（…θ器ナ・i・θ器）か，

　　噛〔・・登θ∂婁罷（器）＋sinθ謬〕か、・・（2）

　　一k4ρ〔C・SθC・Sδ藷一sinθ饗L，一（2ノ）

となるo一方重力については，

　　滋
　　　ρ　鵯

x地表薗＝
骸吻

　sin反c。sα1。9皇＋sinθc・sδsin2α1・9聖＋sinθc・sδ

　　　　rl　　　　　　　　rl
　s畝c・sα（ψ2一ψ・）〕＝0一・・一一・・一（1）

　　　叉　　　衣に
　’甲幽P一　（謬）蒜一懸轟紺ψ1〉

レ捗・絆瑠）讐轡（霧遍

　　1　　」　　●
劇の一一

　z告

　（鑑）商一2k24ρ1・9警t2一…餐2一・・砲→9曾。、

　　　　　　　　として，今一組階段状の構造・

　皿”｛｝－』、『罰r　　　を仮定すれば左図の如き形の
　　　ーの臼』』』一
　　　　　　　　地磁気異常を論ずることが出

　　　　　　　来る。
　　　　　　　　今左下図の如きそれぞれの
場合を考慮すれば，

～瞥，

商　乃

　　器三2k2」ρs坤nα1・9署＋C・S創（魎1｝

　　豊一2k2軸¢｛sinα（ψ2一ψ・）一c・sα1・9亀｝

從つて（2ノ）式は，

　イZ二2」〔（一sinθc・sαsin乱＋s三n24c・sθc・sδ）三・g聖

　　　　　　　　　　　　　　　r1　　＋（Si血θSinαSin乱＋COSθCOSδCOOαSinα（ψ2ψ、）〕

　θ・＝騒o，，δ＝goo　を代入すれば，

　　∠Z一・・6・8・」〔一sinαc・sα1・＄葺＋sin2α（ψ2よψ三）1

　　・…一・一・…・・畠・・9・・・…　99…一・・”（II）

同，様に

　∠H噛〔C・Sθ（C・Sδ）2謬＋si簸琶cisδ諜〕z箒，

　　＝2J〔一c・sθ（¢osδ）2sin2α（ψ2一ψ、）＋cosθ（cosδ）2

＆

　　　　　　　　　　Atype＝4H雲Oy
　　　　　　　ご砒ρε　　　　　4Z瓢2Js玉黛540

　　　　北　　繭　　軌一爾
　　　　　　　　　　Btyp曼：
　　　　∠圖〔c・s5聖（φ・一ψ・）＋sin54・1・g卸

　　　　｛＿2」幽g長　　　）〕

　　　　　∠H－2」〔c・s5㌍（φ・一ψ・）＋sln54・1・9薯／

　　C膿｛∠Z＝2」沖s5噂　圃

以上に依り計算した結果を第2，第3図に示す。

これ等の結果をみると鉱床の深さ，傾餅により，種々

の場合が生ずる・（第1区域＝第2図の場合）。これ等によ

り大体の傾向を知ることが出来る。ぞの結果はその後の

稼行の結果によく類似していることが分つたが，都合に

よりその比較をここに示せないのは残念である。

なお，第2図（第1区域）で計算ではH＝0になつて
》・るが，実際はそうなつていない（第置図参照）。これは

自然残留磁気によるものと思われる。

叉第2区域については，励の機会にのべようと思う。

（第3図省略）
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